
第
三
章
重
役
陣
の
異
動
と
機
構
の
改
革

取
締
役
及
び
監
査
役
の
異
動
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当
社
の
重
役
陣
の
編
成
は
、
そ
の
担
当
役
務
を
も
含
め
て
昭
和
二
十
九
年
以
来
、
異
動
が
な
い
ま
ま
で
、
昭
和
三
十
一
年
を
迎
え
た
。

昭
和
一
一
一
十
一
年
一
一
一
月
五
日
の
取
締
役
会
で
、
取
締
役
一
一
一
名
の
増
員
を
決
議
し
、
新
た
に
大
阪
支
店
長
上
田
憲
治
、
総
務
部
長
三
次
健

太
郎
、
秘
書
部
長
飯
泉
新
吾
を
選
任
し
た
。
上
田
憲
治
は
明
治
三
十
四
年
七
月
生
、
大
正
五
年
五
月
入
社
、
仙
台
支
店
長
を
経
て
、
昭

和
一
一
十
九
年
十
一
月
以
来
大
阪
支
店
長
で
あ
っ
た
。
三
次
健
太
郎
は
明
治
三
十
三
年
四
月
生
、
大
正
十
二
年
一
一
一
月
明
治
大
学
専
門
部
商

科
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
入
社
、
昭
和
二
十
八
年
以
来
総
務
部
長
で
あ
っ
た
。
飯
泉
新
吾
は
、
明
治
三
十
八
年
一
月
生
、
大
正
九
年
四

月
入
社
、
昭
和
二
十
七
年
以
来
秘
書
部
長
で
あ
っ
た
。
新
取
締
役
三
名
は
何
れ
も
従
来
の
職
務
を
兼
任
し
た
。

同
年
三
月
二
十
五
日
の
取
締
役
会
で
は
常
務
取
締
役
一
一
一
名
増
員
を
決
議
、
井
野
礼
一
一
、
永
井
弥
惣
兵
術
、
吉
田
秀
雄
の
各
取
締
役
が

常
務
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
七
月
六
日
に
代
表
取
締
役
兼
常
務
取
締
役
山
本
治
郎
の
死
去
に
よ
り
七
月
十
一
一
一
日
の
取
締
役
会
に

於
て
井
野
礼
二
が
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。

以
後
昭
和
三
十
一
一
一
年
一
一
一
月
ま
で
は
、
重
役
陣
の
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
同
年
三
月
四
日
伊
達
研
三
が
取
締
役
を
辞
任
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
任
は
選
任
し
な
か
っ
た
。



昭
和
一
一
一
十
五
年
一
月
、
取
締
役
吉
田
秀
雄
は
取
締
役
を
辞
し
て
監
査
役
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
当
社
の
首
脳
陣
は
司
社
長
の
下
に
は

常
務
取
締
役
一
一
一
名
、
取
締
役
四
名
と
な
っ
た
。

監
査
役
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
月
以
来
の
五
十
嵐
清
彦
と
、
昭
和
二
十
九
年
一
一
一
月
以
来
の
田
中
辰
治
郎
と
で
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
を
迎

え
た
。

昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
九
月
二
十
日
、
常
務
取
締
役
吉
田
秀
雄
は
病
気
の
た
め
常
務
取
締
役
を
辞
し
て
、
取
締
役
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で

は
、
常
務
取
締
役
三
名
、
取
締
役
六
名
の
構
成
と
な
っ
た
。
翌
三
十
四
年
一
一
一
月
一
日
、
取
締
役
西
土
春
次
は
病
気
の
た
め
取
締
役
を
辞

昭
和
三
十
四
年
二
月
に
な
っ
て
、
五
十
嵐
清
彦
が
退
任
し
、
そ
の
後
任
を
選
ば
ず
、
田
中
辰
治
郎
一
名
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
三
月
、
田
中
辰
治
郎
が
辞
任
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
の
一
月
、
取
締
役
吉
田
秀
雄
が
監
査
役
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
陣
営
で
、
昭
和
三
十
六
年
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

取
締
役
社
長
司
忠

常
務
取
締
役
金
原
金
二

常
務
取
締
役
井
野
礼
二

常
務
取
締
役
永
井
弥
惣
兵
衛

取
締
役
渡
辺
英
夫

取
締
役
佐
藤
五
夫

1438

任
し
た
。



で
あ
っ
た
。

ニ
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
の
創
設

取
締
役

取
締
役

取
締
役

監
査
役

上
田
憲
治

三
次
健
太
郎

飯
泉
新
吾

吉
田
一
秀
雄

1４３９

機
を
見
る
に
敏
な
司
社
長
は
、
日
本
経
済
が
受
動
的
な
立
場
か
ら
脱
却
す
べ
き
時
期
に
向
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
看
取
し
て
、
ア
メ
リ

カ
市
場
視
察
の
為
に
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
七
日
羽
田
空
港
を
出
発
し
た
。
輸
入
業
務
の
改
善
、
輸
出
市
場
の
調
査
及
び
開
拓
が
主
た

る
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
石
川
実
輸
出
部
長
と
桜
井
喜
代
志
洋
書
仕
入
部
長
を
同
行
し
た
。
こ
れ
に
は
事
情
が
許
せ
ば
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
、
当
社
の
出
張
所
を
開
き
た
い
、
そ
し
て
洋
書
仕
入
を
敏
活
に
し
、
同
時
に
日
本
書
籍
の
輸
出
の
み
な
ら
ず
日
本
の
エ
芸

品
輸
出
の
途
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。

も
う
一
つ
の
目
的
は
、
五
月
二
十
七
日
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
シ
ョ
ー
ラ
ム
。
ホ
テ
ル
（
淫
貝
①
冨
昌
跨
日
の
画
８
目
）
で
開
か
れ
た
十

五
ヵ
国
参
加
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
書
籍
商
組
合
主
催
国
際
書
籍
展
視
察
の
た
め
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
展
覧
会
を
機
に
、
当
社
、
日
本

出
版
貿
易
、
極
東
書
店
等
十
一
社
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
六
日
、
出
版
物
輸
出
同
業
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
展
覧
会
に
、
当
社
か
ら
は
学
術
関
係
を
中
心
に
出
版
物
を
出
品
し
た
が
、
会
場
で
は
、
写
真
入
り
の
生
花
、
美
術
、
歌
舞
伎



そ
し
て
、
そ
の
許
可
が
お
船

開
設
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

を
進
め
た
。

呼
称
丸
善
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所

そ
の
許
可
が
お
り
た
の
で
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
二
十
四
日
の
取
締
役
会
で
十
一
月
一
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
を

1４４０

そ
の
他
各
方
面
に
わ
た
る
日
本
紹
介
書
で
、
二
ド
ル
乃
至
一
一
一
ド
ル
と
い
う
大
衆
的
な
値
段
の
も
の
、
値
段
は
五
、
六
ド
ル
か
ら
十
二
ド

ル
位
ま
で
の
日
本
庭
園
や
建
築
に
関
す
る
書
物
な
ど
が
好
評
で
、
書
院
造
り
あ
る
い
は
数
寄
屋
作
り
の
図
譜
な
ど
も
好
評
で
あ
っ
た

（
「
東
京
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
五
月
三
十
一
日
号
参
照
）
。
以
上
で
そ
の
一
端
が
窺
え
る
よ
う
に
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
全
般
的
に
日

本
趣
味
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
て
い
て
、
日
本
の
障
子
だ
と
か
、
趣
味
の
よ
い
陶
器
（
青
磁
。
備
前
。
唐
津
）
な
ど
の
非
常
に
高
尚
な
も

の
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
が
各
所
で
目
に
つ
い
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
は
景
気
が
よ
い
。
急
に
は
、
こ
れ
が
下
降
し
ま
い
。
し
か
も
一
般
の
人
の
服
装
も
ケ
バ
ヶ
バ
し
さ
が
な
く
な
っ
て
地
味
に

な
っ
た
。
そ
れ
が
建
物
、
美
術
品
、
調
度
な
ど
に
全
般
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
マ
ス
プ
ロ
的
な
も
の
は
ア
メ
リ
カ
に
か
な
わ
な
い
し
、

従
来
の
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
的
な
品
物
は
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
ア
イ
デ
ア
と
デ
ザ
イ
ン
が
よ
く
、
精
魂
を
こ
め
た
も
の

な
ら
必
ず
売
れ
る
。
そ
れ
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
取
引
に
誠
実
で
信
用
を
重
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

大
体
、
社
長
は
右
の
よ
う
な
観
察
に
基
づ
い
て
、
ク
ラ
フ
ト
工
芸
品
の
販
路
も
開
き
得
る
し
、
こ
れ
は
、
日
本
の
た
め
開
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
を
も
つ
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
帯
同
し
て
行
っ
た
石
川
。
桜
井
両
名
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
残
し
て
六
月
十
一
日
帰
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
設
置
の
手
続



所
在
地
ｏ
四
日
目
借
の
国
。
宮
の
の
》
詞
Ｃ
Ｏ
目
ｚ
ｐ
ｇ
画
．
国
》
Ｚ
。
、
路
四
》
言
の
の
庁
忠
の
茸
の
２
国
の
言
倒
ｏ
烏
・
冥
鼠
ロ
．
の
、
陵

現
地
で
も
、
十
一
月
一
日
を
以
て
業
務
を
開
始
し
た
。

一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
の
人
事
に
つ
い
て
若
干
記
す
と
、
初
代
の
主
任
は
石
川
実
で
、
桜
井
喜
代
志
は
、
そ
の
協
力
者
と
し
て
残
っ

た
。
二
人
だ
け
の
出
張
所
で
、
と
も
に
単
身
赴
任
し
た
ま
ま
で
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
ル
ー
ト
開
拓
に
苦
労
し
た
。
桜
井
は
前
述
の

よ
う
に
翌
年
六
月
、
社
長
に
随
行
欧
洲
を
廻
っ
て
帰
朝
し
た
が
、
石
川
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
九
月
、
後
任
の
中
田
正
雄
と
交
代
、
帰
朝

し
た
。

三
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
。
ジ
ャ
パ
ン
の
設
立

1４４１

前
項
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
開
設
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
社
が
工
芸
品
の
輸
出
を
始
め
た
た
め
に
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
、
本
社
内

に
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
し
た
。

そ
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
工
芸
品
と
い
っ
て
も
一
流
作
家
に
よ
る
作
品
は
高
価
す
ぎ
て
輸
出
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い
故
、
高

級
品
と
安
価
品
の
中
間
で
且
つ
日
本
の
伝
統
手
造
品
（
国
営
ｓ
ｏ
国
津
）
で
、
一
定
量
の
生
産
が
で
き
る
も
の
を
探
し
出
し
、
更
に
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
手
で
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
て
作
ら
せ
、
輸
出
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
意
図
の
も
と
に
若
い
工
芸
家
（
陶
器
。
漆
器
。
ガ

ラ
ス
。
イ
ン
テ
リ
ア
。
家
具
そ
の
他
）
及
び
評
論
家
を
糾
合
し
た
。
勝
見
勝
、
加
藤
達
美
、
佐
藤
潤
四
郎
、
内
藤
正
光
、
藤
森
健
次
、

菱
田
安
彦
、
三
輪
智
一
、
吉
田
丈
夫
、
渡
辺
力
等
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

早
速
メ
ン
バ
ー
は
手
分
け
し
て
国
内
を
広
範
囲
に
歩
き
廻
り
、
ク
ラ
フ
ト
の
発
掘
及
び
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
主
旨
に



蕊
溌
蕊
轄
溺
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唖

閃

賛
同
す
る
生
産
者
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

一
方
当
社
本
店
三
階
に
約
三
○
坪
の
常
設
展
示
場
と
事
務
局
を
開
設
、
蒐
集
し

た
ク
ラ
フ
ト
を
展
示
、
ま
た
輸
出
の
た
め
の
宣
伝
文
等
を
作
成
し
て
、
商
談
に
応

じ
ら
れ
る
態
勢
を
整
え
た
。
展
示
作
品
は
、
毎
月
選
定
会
に
於
て
、
選
定
委
員
が

水
準
以
上
の
作
品
と
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
（
選
定
委
員
は
前
記
の
人
々
）
。
な

お
こ
れ
ら
の
工
芸
品
の
国
内
販
売
は
洋
品
部
が
、
輸
出
は
輸
出
部
が
担
当
し
た
。

後
に
、
昭
和
四
十
年
名
古
屋
、
昭
和
四
十
二
年
京
都
・
札
幌
各
支
店
に
常
設
展

示
場
支
部
を
開
設
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
が
活
溌
に
な
る
に
至
っ
て
、
ク
ラ
フ

ト
セ
ン
タ
ー
。
ジ
ャ
パ
ン
は
、
当
社
か
ら
離
れ
て
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、

本
来
の
目
的
に
適
し
て
い
る
と
考
え
、
公
益
法
人
（
財
団
法
人
）
の
申
請
を
通
産

省
に
提
出
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
二
十
日
認
可
を
受
け
た
。

財
団
法
人
「
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
理
事
長
に
は
司
忠
社
長
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
早
速
、
機
関
誌
「
ク
ラ
フ

ト
」
を
昭
和
三
十
五
年
十
月
に
発
行
し
た
。
こ
の
創
刊
号
に
寄
せ
た
理
事
長
の
巻
頭
の
「
日
本
の
手
」
の
中
に
は
、
庶
民
の
技
芸
に
対

す
る
深
い
愛
情
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
あ
る
。

日
本
の
手
司
忠

蕊雛

＃

ジャパンクラフトセンタ
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人
間
の
歴
史
は
、
ま
ず
「
手
」
よ
り
始
っ
た
、
と
云
っ
て
も
誤
り
は
な
い
で
し
ょ
う
。
生
き
る
た
め
に
ひ
た
す
ら
働
い
た
「
手
」

が
、
次
第
に
日
常
生
活
に
必
要
な
品
々
に
も
、
美
し
さ
を
加
え
る
喜
び
を
持
ち
始
め
た
時
、
歴
史
は
一
段
と
人
間
性
豊
か
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
「
手
」
が
細
文
、
弥
生
の
創
生
期
か
ら
成
長
し
て
、
世
界
の
文
化
が
大
陸
よ
り
渡
来
し
た
時
、
極
め
て

大
き
な
視
野
に
直
面
、
一
段
と
巧
級
な
「
手
」
と
変
貌
し
ま
し
た
。
以
来
、
き
め
の
細
か
い
そ
の
「
手
」
は
、
優
美
に
、
ま
た
粘

り
強
く
、
千
数
百
年
、
戦
乱
と
平
和
と
を
潜
り
ぬ
け
て
、
世
界
に
冠
絶
し
た
伝
統
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

工
芸
品
は
日
本
の
華
で
す
。
こ
れ
は
選
ば
れ
た
る
人
女
の
専
有
で
は
な
く
、
大
衆
に
も
身
近
で
、
よ
り
美
し
く
、
よ
り
高
い
格

調
の
も
の
に
、
そ
う
し
て
ま
た
、
日
々
進
歩
変
転
し
て
行
く
現
代
の
生
活
様
式
に
も
、
無
理
の
な
い
調
和
を
与
え
う
る
も
の
に
昇

華
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
こ
と
は
「
美
」
の
一
面
で
あ
る
「
善
」
に
も
通
じ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
の
運
動
に
大
き
い
喜
び

を
感
じ
、
本
財
団
法
人
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
御
承
知
の
通
り
で
す
。

最
近
に
至
っ
て
、
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
に
対
し
、
新
し
い
認
識
が
高
ま
り
、
こ
れ
を
海
外
の
ク
ラ
フ
ト
と
対
比
し
て
色
食
と
活
発

な
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
、
種
女
の
新
し
い
運
動
が
起
き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
甚
だ
喜
ば
し
い
現
象
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
フ
ト
セ

ン
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
は
、
こ
の
風
潮
に
、
健
全
な
立
場
で
協
力
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
生
活
に
も
、
日
本
の
良
い
ク
ラ
フ

ト
を
浸
潤
せ
し
め
る
た
め
、
益
右
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
、
次
第
に
活
動
も
軌
道
に
乗
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
か
ね
て

よ
り
準
備
中
で
あ
っ
た
機
関
誌
「
ク
ラ
フ
ト
」
を
編
集
、
第
一
号
を
発
行
し
て
、
美
し
い
「
日
本
の
手
」
と
な
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

デ
ザ
ィ
ナ
ー
と
共
に
、
更
に
大
き
い
、
自
由
な
広
場
を
創
造
す
る
運
動
の
一
翼
と
致
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
支

援
が
一
層
大
で
あ
る
事
を
、
期
待
い
た
し
ま
す
。
（
理
事
長
）



す
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
の
本
社
に
お
け
る
部
・
課
組
織
は
、
資
料
編
に
記
載
し
た
通
り
、
十
三
部
一
出
張
所
で
あ
っ
た
。

㈲
昭
和
三
十
一
年
に
な
っ
て

二
月
一
日
に
、
洋
品
部
の
洋
品
仕
入
課
・
製
品
課
を
第
一
仕
入
課
。
第
二
仕
入
課
に
、
洋
品
販
売
課
を
得
意
課
と
し
、
店
頭
販
売
部

の
洋
品
第
一
売
場
。
洋
品
第
二
売
場
を
合
し
て
洋
品
部
売
場
と
し
た
（
洋
品
売
場
の
監
督
は
店
頭
販
売
部
長
の
管
轄
）
。

四
月
一
日
に
、
秘
書
部
に
企
画
課
を
新
設
、
秘
書
課
・
調
査
課
。
企
画
課
の
三
課
編
成
と
し
た
。

七
月
三
日
に
、
洋
書
管
理
部
を
新
設
、
洋
書
仕
入
部
の
審
査
課
・
商
品
課
を
、
ま
た
書
籍
部
の
支
店
課
を
こ
の
部
の
管
轄
に
移
し
た
。

従
っ
て
、
洋
書
仕
入
部
は
、
洋
書
課
。
通
信
課
。
古
書
課
の
三
課
を
、
書
籍
部
は
書
籍
仕
入
課
。
書
籍
販
売
課
。
業
務
課
の
三
課
を
残

㈲
昭
和
三
十
二
年
に
入
っ
て

五
月
二
十
五
日
に
、
出
版
部
の

四
本
社
機
構
の
改
変

出
版
部
の
調
整
課
を
編
集
第
二
課
、
従
来
の
編
集
第
二
課
を
編
集
第
三
課
と
し
、
新
た
に
製
品
管
理
課
を
置
き
、

1４４４

し
か
し
洋
書
管
理
部
は
短
命
で
、
三
十
三
年
十
二
月
一
日
の
機
構
改
正
に
よ
っ
て
廃
止
と
な
り
、
洋
書
仕
入
部
に
統
合
さ
れ
た
。

八
月
一
日
に
、
事
務
機
械
化
の
普
及
と
機
械
の
大
型
化
、
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
機
械
部
に
サ
ー
ビ
ス
課
を
設
け
た
。
こ
れ
で
同

部
は
、
機
械
販
売
課
・
機
械
仕
入
課
。
サ
ー
ビ
ス
課
の
三
課
と
な
っ
た
。

同
じ
く
輸
出
部
に
第
一
課
（
市
場
調
査
並
び
に
企
画
等
の
業
務
）
・
第
二
課
（
一
般
輸
出
業
務
）
を
置
い
た
。



成
と
な
っ
た
。

、
洋
品
部
は
、
従
来
の
洋
品
仕
入
第
一
課
。
洋
品
仕
入
第
二
課
。
得
意
課
を
洋
服
課
（
仕
入
。
売
場
）
。
洋
品
課
（
仕
入
・
売

場
）
。
洋
品
販
売
課
と
改
称
し
た
。

止
し
た
。

②
書
籍
販
売
部
に
、
販
売
第
一
課
。
販
売
第
二
課
・
業
務
課
。
洋
書
卸
課
（
含
東
横
・
伊
勢
丹
両
売
店
）
。
洋
書
売
場
を
置
い
た
。

③
新
た
に
和
書
部
を
設
け
、
和
書
仕
入
課
。
商
品
課
。
和
書
売
場
を
置
い
た
。

凶
出
版
部
に
既
設
の
編
集
第
一
課
。
編
集
第
二
課
。
編
集
第
三
課
の
ほ
か
営
業
課
を
置
き
、
四
課
と
し
、
製
品
管
理
課
を
廃
止
。

⑤
文
具
部
に
文
具
売
場
を
新
設
、
既
設
の
文
具
仕
入
課
。
文
具
販
売
課
と
共
に
二
課
一
売
場
と
な
っ
た
。

⑥
機
械
部
も
、
こ
れ
ま
で
の
機
械
仕
入
課
。
機
械
販
売
課
。
サ
ー
ビ
ス
課
の
ほ
か
に
機
械
売
場
が
新
設
さ
れ
、
三
課
一
売
場
編

1４４５

製
品
の
管
理
並
び
に
自
社
出
版
物
の
重
版
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
出
版
物
の
種
類
と
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

㈲
昭
和
三
十
三
年
に
入
っ
て

九
月
五
日
に
、
書
籍
部
を
書
籍
販
売
部
と
改
称
し
た
。

こ
の
年
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
大
規
模
の
部
・
課
の
改
編
、
改
称
を
決
定
し
、
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
に
移
し
た
。

そ
の
最
も
大
き
い
改
変
は
、
店
頭
販
売
部
を
廃
止
し
て
、
売
場
は
商
品
別
に
各
☆
営
業
各
部
の
所
管
と
し
、
丸
の
内
出
張
所
は
社
長

の
直
轄
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
商
品
別
の
流
通
は
簡
明
迅
速
と
な
っ
た
。

側
洋
書
管
理
部
を
洋
書
仕
入
部
に
統
合
し
て
、
洋
書
課
・
審
査
課
。
商
品
課
。
古
書
課
の
四
課
を
置
き
通
信
課
と
支
店
課
を
廃



を
増
進
せ
し
め
る

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

た
０

な
お
、
七
月
一
日
、
リ
プ
リ
ン
ト
委
員
会
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
洋
書
リ
プ
リ
ン
ト
版
の
要
求
が
日
と
共
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

る
現
実
の
景
況
に
鑑
み
、
リ
プ
リ
ン
ト
関
係
事
務
を
有
効
且
つ
迅
速
に
処
理
し
、
洋
書
リ
プ
リ
ン
ト
の
企
画
。
編
集
の
管
理
か
ら
国
内

販
売
、
国
外
輸
出
に
つ
い
て
協
力
し
て
、
事
業
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、
当
委
員
会
事
務
は
、
出
版
部
企
画
課
内

に
専
任
係
員
を
置
き
、
リ
プ
リ
ン
ト
の
生
産
及
び
販
売
は
、
出
版
部
の
出
版
物
と
区
別
し
、
リ
プ
リ
ン
ト
版
発
行
の
収
支
を
明
確
に
す

九
月
十
四
日
、
総
務
部
に
属
し
て
い
た
人
事
課
を
、
人
事
部
に
昇
格
し
た
。
人
事
部
設
置
は
当
社
と
し
て
は
初
め
て
の
｝
）
と
で
あ
っ

1４４６

⑧
輸
出
部
は
従
来
、
第
一
課
・
第
二
課
の
二
課
を
輸
出
第
一
課
・
輸
出
第
一
一
課
と
改
称
し
た
。

㈲
昭
和
三
十
四
年
に
入
っ
て

一
月
一
日
に
洋
品
部
に
そ
れ
ま
で
の
洋
服
課
・
洋
品
課
。
洋
品
販
売
課
の
ほ
か
に
、
工
芸
品
課
が
新
た
に
誕
生
、
計
四
課
に
な
っ
た
。

取
締
役
会
に
於
て
こ
の
課
の
増
設
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
そ
の
遠
大
の
志
望
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

蛙
に
予
告
し
た
通
り
エ
芸
デ
ザ
イ
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
こ
れ
に
関
係
官
公
庁
、
ジ
ェ
ト
ロ
及
び
日
本
商
工
会

議
所
等
の
担
当
首
脳
者
を
加
え
、
近
く
「
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
。
ジ
ャ
。
ハ
ン
」
が
創
立
さ
れ
る
が
、
来
る
一
一
月
を
期
し
一
一
一
階
モ
デ

ル
。
ル
ー
ム
跡
に
新
し
い
セ
ン
ス
の
い
わ
ゆ
る
グ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
手
エ
芸
品
を
中
心
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
開
設
す
る
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
洋
品
部
に
工
芸
品
課
を
置
き
専
ら
国
内
販
売
を
担
当
せ
し
め
、
同
時
に
輸
出
部
を
し
て
こ
の
施
設
を
活
用
、
輸
出



委
員
と
し
て
、
常
務
取
締
役
金
原
金
一
一
、
書
籍
販
売
部
長
上
田
憲
治
、
輸
出
部
長
草
間
省
二
良
、
出
版
部
長
小
林
俊
亮
、
洋
書
仕
入

部
長
桜
井
喜
代
志
、
和
書
部
長
八
木
佐
吉
ら
が
任
命
さ
れ
た
。

国
昭
和
三
十
五
年
に
入
っ
て

四
月
一
日
に
、
外
国
雑
誌
部
の
外
国
雑
誌
予
約
課
を
、
予
約
第
一
課
。
予
約
第
二
課
に
分
っ
た
。
取
り
扱
い
雑
誌
の
多
様
化
に
鑑
み

て
の
対
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
外
国
雑
誌
仕
入
課
の
名
称
を
仕
入
課
と
改
称
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
国
雑
誌
部
は
三
課
編
成
と
な
っ
た

十
一
月
一
日
に
、
洋
品
部
に
卸
課
が
新
設
さ
れ
た
。
輸
入
品
な
ら
び
に
自
社
製
品
の
卸
売
を
担
当
、
洋
品
部
は
、
こ
れ
で
洋
服
課
。

洋
品
課
。
洋
品
販
売
課
．
。
工
芸
品
課
。
卸
課
の
五
課
と
な
っ
た
。

を
新
設
し
た
。

わ
け
で
あ
る
。

る
こ
と
を
期
し
た
。

１４４７

同
日
、
機
械
部
の
機
械
販
売
課
を
機
械
販
売
第
一
課
。
機
械
販
売
第
二
課
に
分
っ
た
。
新
し
い
機
械
販
売
第
一
課
は
管
理
部
門
（
含

仕
入
業
務
）
と
国
内
仕
入
品
（
ゲ
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
等
の
複
写
器
）
の
販
売
を
、
機
械
販
売
第
二
課
は
、
国
外
仕
入
品
（
電
子
計
算
機
。

モ
ン
ロ
ー
計
算
機
。
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
）
の
販
売
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
一
日
に
、
書
籍
販
売
部
に
勧
誘
課
が
新
設
さ
れ
た
。

十
月
二
十
二
日
に
は
、
機
械
部
を
事
務
機
械
部
と
改
称
、
サ
ー
ビ
ス
課
を
事
務
機
サ
ー
ビ
ス
課
と
改
称
し
た
。

十
月
一
一
十
二
日
に
は
、
新
築
の
第
二
丸
善
ピ
ル
地
下
一
階
に
事
務
機
械
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
丸
善
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン
セ
ン
タ
ー
」



十
二
月
二
十
八
日
に
、
秘
書
部
を
社
長
室
と
改
称
し
、
秘
書
部
の
調
査
課
を
調
査
第
一
課
。
調
査
第
二
課
に
分
ち
、
調
査
第
一
一
課
に

内
外
経
済
事
情
の
調
査
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
よ
っ
て
社
長
室
は
調
査
第
一
課
・
調
査
第
二
課
・
企
画
課
。
秘
書
課
の
四
課
と

な
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
末
に
お
け
る
部
。
課
の
編
成
概
観
は
資
料
編
の
一
覧
表
を
み
て
も
、
各
部
販
売
部
門
の
編
成
が
非
常
に
拡
大
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
各
部
門
に
於
け
る
商
品
の
性
能
の
改
良
と
用
途
の
多
様
化
の
た
め
で
あ
る
。

五
支
店
機
構
の
変
遷

1４４８

各
地
支
店
の
機
構
も
、
昭
和
一
一
一
十
年
ま
で
に
は
、
大
凡
整
備
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
以
後
の
日
本
経
済
界
の
発

展
、
当
社
の
業
域
拡
大
に
従
っ
て
、
多
少
の
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
、
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
名
古
屋
支
店
か
ら
記
し
て
行
こ
う
。

日
名
古
屋
支
店
で
は
、
総
務
課
。
書
籍
課
・
文
具
課
・
洋
品
課
・
売
場
の
四
課
一
売
場
で
昭
和
三
十
五
年
四
月
に
至
っ
た
。
そ
の

間
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
一
日
に
は
、
市
内
名
鉄
百
貨
店
内
に
「
丸
善
名
鉄
店
」
を
開
設
、
洋
書
・
外
国
雑
誌
の
現
金
販
売
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
三
年
八
月
一
日
、
本
社
直
轄
の
金
沢
出
張
所
が
、
当
支
店
に
移
管
さ
れ
た
。
金
沢
出
張
所
の
営
業

が
安
定
し
た
こ
と
、
名
古
屋
。
金
沢
間
の
交
通
が
便
利
に
な
っ
た
こ
と
が
、
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
に
至
り
、
書
籍
課
の
業
務
量
の
著
し
い
増
大
に
鑑
み
て
、
こ
れ
を
洋
書
課
。
和
書
課
。
書
籍
販
売
課
に
分
ち
、



1４４９

ま
た
機
械
課
を
、
同
年
五
月
一
日
に
は
四
日
市
駐
在
所
を
新
設
し
た
。

㈲
大
阪
支
店
で
は
、
す
で
に
書
籍
は
書
籍
販
売
課
・
書
籍
仕
入
課
の
二
課
に
分
れ
、
総
務
課
。
文
具
課
。
売
場
と
い
う
編
成
で
、

ほ
か
に
梅
田
出
張
所
、
広
島
出
張
所
が
そ
の
管
轄
内
に
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
に
は
書
籍
販
売
課
を
書
籍
販
売
外
務
課
と

書
籍
販
売
内
務
課
に
分
け
た
。
昭
和
三
十
五
年
三
月
十
一
一
日
に
は
文
具
課
を
文
具
内
務
課
。
文
具
販
売
課
。
機
械
課
の
一
一
一
課
に
分
け
た

が
、
幾
許
も
な
く
文
具
販
売
課
は
廃
止
さ
れ
た
。
地
理
的
な
条
件
か
ら
洋
品
課
の
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
大
阪
は
と
く
に
支
店

の
裏
の
俗
称
井
池
に
毛
織
。
綿
織
各
様
の
洋
服
。
肌
着
類
が
氾
濫
し
て
い
て
支
店
の
取
扱
う
洋
品
の
量
は
余
り
多
く
な
か
っ
た
の
で
、

京
都
支
店
で
大
阪
の
注
文
品
を
も
取
扱
っ
た
（
管
轄
内
の
広
島
出
張
所
に
つ
い
て
は
本
書
一
、
二
九
五
頁
参
照
）
。

㈲
京
都
支
店
は
総
務
課
・
洋
書
課
・
和
書
課
。
書
籍
外
売
課
・
売
場
・
文
具
課
・
洋
品
課
の
六
課
一
売
場
が
置
か
れ
て
い
た
が
、

昭
和
三
十
三
年
二
月
十
五
日
に
売
場
を
書
籍
売
場
と
改
称
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
九
月
十
五
日
に
は
文
具
課
を
文
具
機
械
課
と
改
め
た
。
こ

こ
に
も
事
務
機
械
化
の
波
が
寄
せ
て
い
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
洋
書
課
は
洋
書
仕
入
課
と
改
称
、
京
都
支
店
は
、
総
務

課
。
書
籍
外
売
課
・
洋
書
仕
入
課
。
和
書
課
。
文
具
機
械
課
。
洋
品
課
・
売
場
の
六
課
一
売
場
と
な
っ
た
。

㈲
神
戸
支
店
は
、
な
お
草
創
の
時
代
で
、
課
の
設
置
は
な
く
、
庶
務
会
計
係
・
書
籍
販
売
係
・
外
勤
係
。
洋
書
外
雑
仕
入
係
。
和

書
仕
入
係
。
文
具
機
械
係
。
売
場
洋
書
係
・
売
場
和
書
係
。
売
場
文
具
係
。
洋
品
係
の
十
係
と
他
に
姫
路
出
張
所
を
そ
の
管
轄
と
し
た
。

全
く
他
の
支
店
に
な
い
編
成
で
あ
っ
た
が
、
開
設
の
際
、
中
間
管
轄
機
関
を
置
く
よ
り
も
、
支
店
長
と
の
接
触
も
こ
の
方
が
便
利
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
三
十
一
年
八
月
一
日
に
販
売
内
務
係
を
新
設
、
一
年
後
の
昭
和
一
一
一
十
二
年
八
月
一
日
に
、
外
勤
係
を
販
売
外

務
係
、
文
具
機
械
係
を
文
具
機
械
仕
入
係
に
改
め
た
。
同
年
十
月
一
日
販
売
内
務
係
を
販
売
内
務
課
に
昇
格
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十



売
場
洋
書
係
Ｉ

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
、
四
課
。
一
売
場
・
一
係
。
一
出
張
所
と
他
支
店
同
様
の
編
成
で
、
昭
和
三
十
五
年
を
越
し
た
。
神
戸
支
店

は
店
舗
が
狭
く
洋
品
売
場
を
置
く
こ
と
が
出
来
ず
、
洋
品
係
は
不
振
で
課
に
そ
だ
ち
上
ら
な
か
っ
た
。
現
在
も
洋
品
課
は
置
か
れ
て
い

四
年
十
二
月
一
日
に
、
次
の
よ
う
に
根
本
的
に
組
織
を
改
め
た
。

…
蔚
傭
ｌ
繕
総
鋤

洋
品
係

ら

姫
路
出
張
所

書
籍
販
売
係

売
場
文
具
係
Ｉ

壷
鰯
卿
書
篠
Ｉ
ｌ
ｌ
壷

洋
書
外
雑
仕
入
係
ｌ

和
書
仕
入
係
ｌ
〒
１
１
１
書
籍
仕
入
課

な
い
Ｃ

販
売
外
務
係
Ｉ

販
売
内
務
課
Ｉ

洋 書
籍
販
売
課

品

係 場
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国
岡
山
出
張
所
は
、
な
お
、
係
と
し
て
所
長
の
下
に
総
務
係
が
あ
る
だ
け
で
古
参
。
新
人
一
丸
と
な
っ
て
書
籍
を
主
体
に
文
具
事

務
機
械
を
扱
っ
て
い
た
が
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
四
月
に
は
洋
品
の
販
売
を
開
始
、
店
舗
と
し
て
の
体
裁
も
整
っ
た
。
昭
和
一
一
一
十
一
一
年
十
月

に
は
、
松
山
市
に
駐
在
員
詰
所
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
一
一
一
十
五
年
一
月
一
日
、
文
具
機
械
係
と
書
籍
係
が
新
設
さ
れ
た
。

㈲
福
岡
支
店
は
管
轄
地
域
が
広
い
。
九
州
一
円
で
あ
る
。
支
店
長
の
下
に
、
総
務
課
。
書
籍
仕
入
課
。
書
籍
販
売
課
。
文
具
課
。

洋
品
課
。
売
場
・
長
崎
出
張
所
の
五
課
一
売
場
、
一
出
張
所
で
九
州
七
県
の
販
売
を
担
当
し
て
い
た
。
昭
和
一
一
一
十
一
一
年
十
月
、
書
籍
仕

入
課
か
ら
洋
書
外
雑
課
を
、
書
籍
販
売
課
か
ら
地
方
課
を
分
立
し
て
七
課
と
し
、
翌
三
十
三
年
五
月
に
は
、
書
籍
仕
入
課
を
和
書
課
、

書
籍
販
売
課
を
書
籍
市
内
販
売
課
に
、
地
方
課
を
書
籍
地
方
販
売
課
に
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
四
月
一
日
に
文
具
課
を
文
具
機
械
課
と
改
称

し
た
。
七
課
・
一
売
場
・
一
出
張
所
が
三
十
五
年
末
の
編
成
で
あ
っ
た
。

㈲
仙
台
支
店
の
昭
和
三
十
一
年
の
編
成
は
総
務
課
・
書
籍
課
・
文
具
課
。
洋
品
課
。
売
場
の
、
四
課
一
売
場
で
あ
っ
た
。
昭
和
三

十
一
一
一
年
五
月
十
五
日
に
書
籍
課
を
書
籍
販
売
課
・
書
籍
仕
入
課
に
分
ち
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
四
月
十
五
日
に
書
籍
仕
入
課
か
ら
和
書
課
を

分
離
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
昭
和
一
一
一
十
四
年
九
月
一
日
に
文
具
課
を
文
具
事
務
機
械
課
と
改
称
し
た
。
洋
品
課
・
売
場
に
は
変
化
が
な

く
、
六
課
。
一
売
場
が
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
末
の
編
成
で
あ
っ
た
。

伽
札
幌
支
店
の
昭
和
三
十
一
年
の
編
成
は
総
務
課
。
書
籍
課
・
文
具
課
。
営
業
課
の
四
課
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日

に
総
務
課
を
会
計
課
。
総
務
課
に
分
っ
た
が
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
一
月
一
日
に
再
び
総
務
課
一
課
に
纏
め
た
。
同
年
四
月
十
日
に
書
籍
課

を
書
籍
仕
入
課
。
書
籍
販
売
課
に
分
ち
、
ま
た
、
文
具
課
を
文
具
機
械
課
と
改
称
し
た
。
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任
期
表
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札
幌
支
店

伊
達
研
三

霜

川

万
介

一
幸
一
・
》
孔

田
頁
鴫

Ｌ
‐
二
・
塁
十
四

仙
台
支
店

石
川
万
介

木
村
金
治
郎
》
二
・
一
血

福
岡
支
店

杉
健

西
口
一
美
八
・
一

石
川
万
介

二
・
一
・
十
四

神
戸
支
店

中
旧
正
雄

鈴
木
孝
．
｝
血
０
－

京
都
支
店

小
林
俊
亮

山
浦
邦
太
郎
九
・
五

大
阪
支
店

上
田
憲
治

佐
藤
五
夫
九
・
五

北

川

生

次

画
。
ご
●
白
戸
画
，
訓
判

Ⅱ
■
８
－
．
ロ
【
一
巴
Ⅱ
■
Ⅱ

名
古
屋
支
店

佐
藤
五
夫

松
本
勝
二
九
・
五

石
井
茂
・
夫

六
・
冥
十
漣

昭
和
二二

:篇！

昭
和
貢

年

昭
和
三
十
一
》
蕊
．

昭
和
急
十
叫
年

昭
和
員
十
五
年




